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我が国における自殺の概要及び自殺対策の実施状況

１　自殺者数の推移

○　自殺者は、警察庁の自殺統計によれば、10年連続して３万人超で推移している。
○　平成19年は、総数は前年から938人増加して33,093人、男性は前年から665人増加して

23,478人、女性は前年から273人増加して9,615人となっている。

第１章
我が国の自殺の現状

自殺者数の推移（自殺統計）

資料：警察庁「自殺統計」より内閣府作成
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○　長期的な推移をみると、厚生労働省の人口動態統計では、昭和30年前後、60年前後に二つ
の山を形成した後、平成10年に急増、以後10年連続して３万人前後で推移し、平成19年は前
年から906人増加して30,827人となっている。
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第１章　我が国の自殺の現状

自殺者数の長期的推移（人口動態統計）

資料：厚生労働省「人口動態統計」
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２　自殺死亡率の推移

○　自殺死亡率（人口10万人当たりの自殺者数）も、自殺者数と同様の傾向。平成10年に急増
し、平成19年は25.9と高い状態が継続している。

自殺死亡率の推移（自殺統計）

資料：警察庁「自殺統計」より内閣府作成
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0

5

10

15

20

25

30

35

40

45

Ｈ
１
９

Ｈ
１
８

Ｈ
１
７

Ｈ
１
６

Ｈ
１
５

Ｈ
１
４

Ｈ
１
３

Ｈ
１
２

Ｈ
１
１

Ｈ
１
０

Ｈ
９

Ｈ
８

Ｈ
７

Ｈ
６

Ｈ
５

Ｈ
４

Ｈ
３

Ｈ
２

Ｈ
１

Ｓ
６
３

Ｓ
６
２

Ｓ
６
１

Ｓ
６
０

Ｓ
５
９

Ｓ
５
８

Ｓ
５
７

Ｓ
５
６

Ｓ
５
５

Ｓ
５
４

Ｓ
５
３



6

我が国における自殺の概要及び自殺対策の実施状況

３　年齢階級別の自殺の状況

○　男性については、昭和30年前後に15歳～34歳の階級が、60年前後に35歳～54歳の階級が、
平成10年以降に45歳～ 64歳の階級がそれぞれ山を形成している。

男性の年齢階級別（10歳階級）の自殺者数の推移

5～14歳 15～24 25～34 75～ 不詳35～44 45～54 55～64 65～74

資料：厚生労働省「人口動態統計」
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自殺死亡率の長期的推移（人口動態統計）

資料：厚生労働省「人口動態統計」
総数 男 女

0

5

10

15

20

25

30

35

40

Ｈ
１
９

Ｈ
１
８

Ｈ
１
７

Ｈ
１
６

Ｈ
１
５

Ｈ
１
４

Ｈ
１
３

Ｈ
１
２

Ｈ
１
１

Ｈ
１
０

Ｈ
９

Ｈ
８

Ｈ
７

Ｈ
６

Ｈ
５

Ｈ
４

Ｈ
３

Ｈ
２

Ｈ
１

Ｓ
６
３

Ｓ
６
２

Ｓ
６
１

Ｓ
６
０

Ｓ
５
９

Ｓ
５
８

Ｓ
５
７

Ｓ
５
６

Ｓ
５
５

Ｓ
５
４

Ｓ
５
３

Ｓ
５
２

Ｓ
５
１

Ｓ
５
０

Ｓ
４
９

Ｓ
４
８

Ｓ
４
７

Ｓ
４
６

Ｓ
４
５

Ｓ
４
４

Ｓ
４
３

Ｓ
４
２

Ｓ
４
１

Ｓ
４
０

Ｓ
３
９

Ｓ
３
８

Ｓ
３
７

Ｓ
３
６

Ｓ
３
５

Ｓ
３
４

Ｓ
３
３

Ｓ
３
２

Ｓ
３
１

Ｓ
３
０

Ｓ
２
９

Ｓ
２
８

Ｓ
２
７

Ｓ
２
６

Ｓ
２
５

Ｓ
２
４

Ｓ
２
３

Ｓ
２
２

○　長期的推移をみると、男性については総数と同様の傾向で推移し、現在、戦後、最も高い
水準となっている。
○　女性は、男性に比べ、一貫して低い水準で推移し、昭和40年代以後は、大きな変動はない。
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第１章　我が国の自殺の現状

○　女性については、昭和30年前後に15歳～ 34歳の階級が山を形成した後は、男性のような
大きな変動はみられない。

女性の年齢階級別（10歳階級）の自殺者数の推移

5～14歳 15～24 25～34 75～ 不詳35～44 45～54 55～64 65～74

資料：厚生労働省「人口動態統計」
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４　職業別の自殺の状況

○　平成19年は、「無職者」が１万8,990人（57.4％）と自殺者数の半数以上を占め、次いで「被
雇用者・勤め人」9,154人（27.7％）、「自営業・家族従事者」3,278人（9.9％）、「学生・生徒等」
873人（2.6％）の順となっている。

平成19年における職業別の自殺者数

自営業・
家族従事者

被雇用者・
勤め人

無　職
不　詳 総　数

学生・生徒等 無職者
計 3,278 9,154 873 18,990 798 33,093

構成比 9.9% 27.7% 2.6% 57.4% 2.4% 100.0%
男 2,918 7,832 609 11,427 692 23,478
女 360 1,322 264 7,563 106 9,615

　　注意：平成19年の統計から自殺統計原票の改正により職業の分類が改められたことから、前年との単純比較はできない。
資料：警察庁「自殺統計」
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我が国における自殺の概要及び自殺対策の実施状況
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平成18年までの職業別の自殺者数の推移
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注意：「主婦・主夫」については、平成11年までは「主婦（女性）」のみを計上している。
資料：警察庁「自殺統計」より内閣府作成

（人）

５　原因・動機別の自殺の状況

○　平成19年は、自殺者のうち「原因・動機特定者」は２万3,209人（70.1％）、その原因・動
機は、「健康問題」１万4,684人（63.3％）が最も多く、次いで「経済・生活問題」7,318人
（31.5％）、「家庭問題」3,751人（16.2％）が占めている。

平成19年における原因・動機別の自殺者数及び構成比

総　数 原因・動機
特定者

原因・動機
不特定者

自殺者数 33,093 23,209 9,884
構 成 比 100.0% 70.1% 29.9%

家庭問題 健康問題 経済・生活
問題 勤務問題 男女問題 学校問題 その他

自殺者数 3,751 14,684 7,318 2,207 949 338 1,500
構 成 比 16.2% 63.3% 31.5% 9.5% 4.1% 1.5% 6.5%

注意：平成19年の統計から原因・動機を３つまで計上することとしている。
資料：警察庁「自殺統計」

○　平成18年までの自殺者数の推移をみると、自殺者の約半数を「無職者」が占め、次いで
「被雇用者」、「自営者」、「主婦・主夫」、「学生・生徒」、「管理職」の順となる傾向が続いて
いる。
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第１章　我が国の自殺の現状

６　都道府県別の自殺の状況

○　「自殺統計」と「人口動態統計」には調査方法に違いがあるため、住所地別自殺死亡率（人
口動態統計）に比べ、発見地別自殺死亡率（自殺統計）が高くなっている。

平成18年までの原因・動機別の自殺者数の推移
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（人）

16,000

14,000

12,000

8,000

6,000

4,000

2,000

0

S 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 H 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18

10,000

家庭問題 健康問題 経済・生活問題 不詳勤務問題 男女問題 学校問題 その他

資料：警察庁「自殺統計」より内閣府作成
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平成19年における都道府県別の住所地・発見地別の自殺死亡率
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資料：厚生労働省「人口動態統計」及び警察庁「自殺統計」より内閣府作成

○　平成18年までの状況をみると、約半数を「健康問題」が占め、次いで、「経済・生活問題」、
「家庭問題」、「勤務問題」、「男女問題」、「学校問題」の順となる傾向が続いている。
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我が国における自殺の概要及び自殺対策の実施状況

７　手段別の自殺の状況

○　男女とも「首吊り」が最も多く、次いで男性については、20歳代～ 50歳代で「練炭等」
が多く、女性については、59歳以下で「飛び降り」が多くなっている。

平成19年における男女別・年齢階級別（10歳階級）・自殺の手段別の自殺者数の構成割合

女男

首吊り 有機溶剤吸引 服毒 練炭等 排ガス その他のガス

感電 焼身 爆発物 銃器 刃物 入水

飛降り 飛込み その他 不詳

資料：警察庁「自殺統計」より内閣府作成
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８　自殺の場所の状況

○　総数では、「自宅」が１万8,110人（54.7％）と最も多くなっており、次いで、「乗物」が2,605
人（7.9％）、「高層ビル」が1,884人（5.7％）、「海（湖）・河川」が1,770人（5.4％）、「山」が1,622
人（4.9％）を占めている。
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９　自殺未遂の状況

○　自殺者の自殺未遂歴については、全ての年齢階級で、自殺未遂歴が「有」の者の割合は、
女性が多くなっている。
○男女とも、自殺未遂歴が「有」の者の割合は、20歳代が最も多く、30歳代以降は年代が上が
るにつれてその割合が小さくなっている。

あり なし 不詳

平成19年における自殺未遂歴の有無別自殺者数の割合

男 女

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％ 0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

総数
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不詳

総数

19歳以下
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60歳代

70歳以上

不詳

12.7 66.9

70.8
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64.9
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73.6

1.6

66.9
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20.4

13.3
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19.9
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98.4
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10.7

10.8
0.0
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資料：警察庁「自殺統計」より内閣府作成

総数 男 女

平成19年における男女別・年齢階級別（10歳階級）・自殺の場所別の自殺者数の構成割合

資料：警察庁「自殺統計」より内閣府作成

自宅 下宿・寮 学校 勤め先 病院 福祉施設

ホテル・旅館 デパート 高層ビル 駅構内 鉄道線路 乗物

海（湖）・河川 池・沼路上 公園 社寺境内

山 その他 不詳

田畑

0％ 50％

不詳

70歳以上

60歳代

50歳代

40歳代

30歳代

20歳代

19歳以下

総数

0％ 50％ 100％100％

不詳

70歳以上

60歳代

50歳代

40歳代

30歳代

20歳代

19歳以下

総数

0％ 50％ 100％

不詳

70歳以上

60歳代

50歳代

40歳代

30歳代

20歳代

19歳以下

総数
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我が国における自殺の概要及び自殺対策の実施状況

10　外国人の自殺の状況

○　諸外国の自殺死亡率については、リトアニアが38.6と最も高く、次いでベラルーシが
35.1、ロシアが32.2となっており、日本は23.7で８番目となっている。

38.6
35.1

32.2
26.3
26.0
25.9

24.5
23.7

22.9
22.6

21.9
21.1

20.3
20.1
19.7
19.5

17.8
17.6
17.5
17.4

15.8
15.6
15.3
15.1

13.9
13.6
13.2
13.2
13.0
13.0
12.8
12.6
12.5
12.4
12.1
11.9
11.8
11.5
11.3
11.2
11.0
11.0
10.9
10.8
10.5
10.4
10.3

9.7
9.3

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0

自殺死亡率の国際比較（上位50か国）

1
2
3
4
5
6
7
8
9

10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
27
29
29
31
32
33
34
35
36
37
38
39
40
41
41
43
44
45
46
47
48
49
50

リトアニア
ベラルーシ
ロシア連邦
スロベニア
ハンガリー
カザフスタン
ラトビア
日本
ガイアナ
ウクライナ
韓国
ベルギー
エストニア
フィンランド
クロアチア
セルビアモンテネグロ
モルドバ共和国
フランス
スイス
香港
ポーランド
オーストリア
チェコ共和国
ウルグアイ
中国
デンマーク
セイシェル
スウェーデン
ブルガリア
ドイツ
トリニダードトバゴ
スロバキア
ルーマニア
キューバ
スリナム
ニュージーランド
ボスニアヘルツェゴビナ
ノルウェー
カナダ
アイスランド
アメリカ合衆国
ポルトガル
ルクセンブルク
オーストラリア
インド
チリ
シンガポール
アイルランド
オランダ
キルギスタン

（2005）
（2003）
（2005）
（2006）
（2005）
（2005）
（2005）
（2006）
（2005）
（2005）
（2006）
（1997）
（2005）
（2006）
（2005）
（2006）
（2006）
（2005）
（2005）
（2005）
（2005）
（2006）
（2005）
（2001）
（1999）
（2001）
（1998）
（2002）
（2004）
（2004）
（2000）
（2005）
（2004）
（2005）
（2000）
（2000）
（1991）
（2005）
（2004）
（2005）
（2005）
（2003）
（2005）
（2003）
（2002）
（2003）
（2006）
（2005）
（2004）
（2005） 9.2

資料：世界保健機関資料より内閣府作成


